志賀直哉年譜考(11) : 明治四十年一月から六月まで by 生井 知子 & NAMAI Tomoko
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
︱
︱
明
治
四
十
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
︱
︱
生
井
知
子
明
治
四
十
年
(一
九
〇
七
)
(数
え
二
十
五
歳
・
満
二
十
三
歳
～
二
十
四
歳
)
1
・
1
(火
)
午
前
一
時
頃
︑
直
哉
は
岩
元
禎
と
別
れ
︑
帰
宅
︒
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
“R
u
d
in
”
を
読
ん
で
寝
る
︒
午
前
︑
墓
参
︒
午
後
︑﹁
美
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
夜
︑
小
山
内
薫
の
﹃
病
友
﹄
(M
40
・
1
﹁
新
小
説
﹂)
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
2
(水
)
直
哉
は
午
前
中
は
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
︑
牛
込
の
叔
父
・
高
橋
豊
夫
と
話
す
︒
夜
︑
夏
目
漱
石
﹃
鶉
籠
﹄
と
島
崎
藤
村
﹃
緑
葉
集
﹄
を
買
い
︑
玉
の
井
亭
に
行
く
︒
ひ
ど
い
下
痢
を
す
る
︒
(日
記
)
手
帳
に
︽
祖
父
を
失
つ
た
祖
母
は
実
に
il
h
earted
に
な
つ
た
︑
女
は
年
を
老
ひ
て
も
夫
な
し
に
存
立
す
る
事
が
そ
れ
程
六
け
し
い
も
の
か
な
あ
︱
︾︑︽
己
が
自
由
意
志
を
金
の
為
め
に
売
ら
ず
に
過
し
た
生
涯
を
以
つ
て
小
な
る
成
功
の
生
涯
と
い
ふ
を
是
と
す
る
︑︾
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
142
～
143
)
1
・
3
(木
)
直
哉
は
︑
午
前
︑
夏
目
漱
石
の
﹃
野
分
﹄
を
読
む
︒
夜
︑
登
張
竹
風
の
﹃
島
の
聖
﹄
(M
40
・
1
﹁
新
小
説
﹂)
︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
読
む
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
月
七
日
の
消
印
︒
年
末
︑
パ
リ
に
到
着
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
五
一
1
・
4
(金
)
直
哉
は
︑
午
前
︑﹁
美
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
終
わ
り
ま
で
写
す
︒
“R
u
d
in
”
を
読
み
︑
こ
の
小
説
に
は
同
情
を
引
く
人
物
は
殆
ど
い
な
い
と
思
う
︒
小
栗
風
葉
﹃
わ
か
れ
際
﹄
(M
40
・
1
﹁
新
小
説
﹂)
を
読
み
︑
国
木
田
独
歩
の
﹃
恋
を
恋
す
る
人
﹄
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
︒
(日
記
)
ヒ
ル
テ
ィ
の
社
会
主
義
観
に
大
い
に
感
服
と
手
帳
に
記
す
︒
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
こ
れ
か
ら
少
し
読
も
う
と
作
品
名
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
143
～
144
)
＊
﹃
稲
村
雑
談
﹄﹁
読
書
﹂・﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
に
よ
れ
ば
︑
英
訳
の
﹃
ル
ー
ジ
ン
﹄
を
読
ん
で
︑
主
人
公
を
大
変
歯
が
ゆ
く
思
っ
た
と
い
う
︒
1
・
5
(土
)
直
哉
は
“R
u
d
in
”
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
6
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
“R
u
d
in
”
を
読
了
︒
武
者
小
路
実
篤
が
三
十
九
度
以
上
の
熱
を
出
し
て
い
る
と
い
う
の
で
︑
朝
︑
見
舞
い
に
行
く
︒
午
前
︑
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
き
︑
手
帳
に
記
す
︒
正
午
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
一
緒
に
出
か
け
︑
直
哉
だ
け
牛
込
の
宝
泉
寺
に
法
事
の
相
談
に
寄
り
︑
正
親
町
公
和
の
家
で
待
合
わ
せ
て
︑
三
人
で
愉
快
に
雑
談
す
る
︒
夜
は
木
下
利
玄
と
二
人
で
両
国
二
洲
亭
に
朝
重
を
聞
き
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
や
め
︑
七
時
頃
三
人
で
中
西
へ
行
く
が
早
仕
舞
い
を
し
て
い
て
戸
を
叩
い
て
も
開
け
な
い
︒
小
川
亭
の
前
ま
で
行
く
が
人
が
多
そ
う
な
の
で
や
め
︑
川
竹
に
木
下
利
玄
と
二
人
で
入
っ
て
円
蔵
や
金
馬
な
ど
三
︑
四
聞
く
︒
幸
田
露
伴
﹃
天
う
つ
浪
﹄
︑
木
下
尚
江
﹃
懺
悔
﹄
を
買
う
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
145
～
146
)
1
・
7
(月
)
朝
︑
直
哉
は
“R
u
d
in
”
の
序
文
を
読
む
︒
午
後
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
と
新
富
座
で
観
劇
︒
﹁
つ
や
物
語
﹂︑
喜
劇
﹁
写
真
﹂
を
見
る
︒
伊
井
蓉
峰
︑
河
合
武
雄
な
ど
︒
小
山
内
薫
に
会
う
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
お
礼
の
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
︑
高
熱
の
中
︑
夏
目
漱
石
の
﹃
野
分
﹄
を
読
了
し
た
︑
痛
快
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
1
・
8
(火
)
直
哉
は
夜
︑
木
下
尚
江
の
﹃
懺
悔
﹄
を
読
了
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
二
手
帳
に
︽
か
や
う
な
所
に
長
居
は
恐
れ
︒︾
と
い
う
会
話
を
記
す
︒
三
十
七
年
夏
の
も
の
を
写
し
た
か
？
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
146
～
147
)
↓
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(九
)
1
・
9
(水
)
朝
︑
直
哉
は
鏡
花
の
﹃
縁
結
び
﹄
(M
40
・
1
﹁
新
小
説
﹂)
を
読
む
︒
夜
︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
“S
m
ok
e”
(﹃
煙
﹄)
︑
小
山
内
八
千
代
﹃
葡
萄
酒
﹄
(M
40
・
1
﹁
新
小
説
﹂)
を
読
み
︑
感
想
を
手
帳
に
記
す
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
147
～
148
)
番
町
の
叔
母
・
吉
田
せ
い
が
︑
志
賀
家
に
来
宅
︒
ゆ
き
の
一
寸
も
短
い
着
物
を
着
て
き
て
︑
縫
い
直
す
の
が
面
倒
だ
か
ら
手
に
上
げ
を
し
て
着
て
い
る
と
言
う
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
148
～
149
)
↓
後
の
未
定
稿
69
﹃
せ
め
ふ
さ
げ
﹄
(
八
)
︑
﹃
暗
夜
行
路
﹄
(第
一
│
五
)
の
愛
子
の
母
の
モ
デ
ル
手
帳
に
︽
自
家
の
人
に
は
自
分
の
考
へ
な
ど
は
一
切
話
す
ま
い
︒
(中
略
)
彼
等
は
青
書
生
は
い
つ
ま
で
も
青
書
生
で
ゐ
て
赤
書
生
と
な
る
も
の
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
馬
鹿
だ
︑
(中
略
)
両
方
で
余
り
快
く
な
い
思
ひ
を
す
る
源
因
は
何
所
に
あ
る
か
と
い
へ
ば
︑
第
一
︑
智
識
の
ケ
ン
カ
ク
︑
第
二
︑
思
想
の
新
旧
︑
第
三
家
庭
の
物
質
的
組
立
の
不
完
︑
等
で
あ
ら
う
︾
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
149
)
1
・
10
(木
)
午
後
︑
木
下
利
玄
・
細
川
護
立
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
︑
夜
︑
木
下
利
玄
と
話
す
︒
寝
付
き
に
福
地
桜
痴
原
作
﹃
み
だ
れ
焼
﹄
を
読
む
︒
サ
ン
ド
ウ
の
運
動
を
始
め
る
︒
白
犬
が
来
る
︒
(日
記
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
︑
木
下
尚
江
の
﹃
懺
悔
﹄
は
三
日
に
読
ん
だ
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
1
・
11
(金
)
午
前
︑
米
津
政
賢
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夜
︑
直
哉
は
小
川
亭
に
一
人
で
行
く
︒
若
の
助
の
﹁
玉
藻
前
曦
袂
﹂
三
段
目
が
面
白
い
と
思
い
︑
昇
之
助
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
に
感
心
す
る
︒
“R
u
d
in
”
の
第
二
章
を
読
む
︒
熊
川
の
伯
父
・
半
谷
重
固
が
来
宅
︒
(
日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
1
・
12
(土
)
直
哉
は
︑
関
安
子
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
の
で
︑
黒
木
三
次
と
相
談
し
︑
有
島
武
郎
が
帰
朝
の
上
︑
万
事
を
定
め
る
事
に
す
る
︒
(日
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
三
記
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
近
い
う
ち
に
書
い
た
も
の
を
何
か
見
せ
る
つ
も
り
︑
﹃
懺
悔
﹄
も
読
ん
だ
が
︑
取
り
立
て
て
言
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
と
思
っ
た
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
1
・
13
(日
)
午
前
九
時
半
よ
り
︑
志
賀
直
道
・
銀
・
直
員
の
法
事
︒
直
哉
は
︑
帰
り
に
武
者
小
路
実
篤
の
と
こ
ろ
に
寄
り
︑
墓
参
︒﹃
み
だ
れ
焼
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
14
(月
)
直
哉
は
風
邪
を
引
い
た
よ
う
で
︑
午
後
ち
ょ
っ
と
東
京
座
ま
で
行
っ
て
︑
帰
り
︑
中
井
常
次
郎
に
診
て
貰
う
︒
(日
記
)
＊
東
京
座
で
は
︑
一
月
一
日
か
ら
︑
ジ
ャ
グ
ラ
ー
操
一
ら
に
よ
る
大
奇
術
が
公
演
さ
れ
て
い
た
︒
(M
40
・
1
・
12
﹁
読
売
新
聞
﹂)
1
・
15
(火
)
直
哉
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
︒
(日
記
)
1
・
16
(水
)
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
十
一
日
に
昇
之
助
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
い
て
︑
そ
の
身
振
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
手
帳
に
記
す
︒
近
江
央
︑
大
津
央
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
150
～
151
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
﹃
通
夜
物
語
﹄
の
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
昇
之
助
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
い
て
感
心
し
た
と
聞
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
1
・
17
(木
)
夜
︑
直
哉
は
フ
ォ
ア
ガ
ッ
ツ
ロ
ー
“T
h
e
S
ain
t”
(﹃
聖
徒
﹄)
を
読
む
︒﹃
鳥
の
声
﹄
を
作
り
か
け
る
が
︑
出
来
ず
︒
(日
記
)
↓
未
定
稿
23
︑
24
﹃
鳥
の
声
﹄︑
後
の
未
定
稿
39
﹃
山
の
水
車
﹄
＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
の
直
哉
の
発
言
に
よ
る
と
︑
﹃
鳥
の
声
﹄
は
︑
三
浦
環
が
モ
デ
ル
︒
音
楽
会
に
行
っ
て
三
浦
環
の
こ
と
は
割
に
好
き
に
な
っ
て
い
た
︒
山
の
水
車
小
屋
で
鳥
が
啼
く
の
が
音
楽
会
で
聞
い
た
唄
に
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
幻
想
的
な
話
︒
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
八
日
の
消
印
︑
麻
布
二
月
二
十
二
日
の
消
印
︒
今
朝
︑
有
島
武
郎
が
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
四
の
で
一
人
に
な
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
1
・
18
(金
)
午
後
︑
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
︑
十
時
頃
ま
で
話
す
︒
フ
ォ
ア
ガ
ッ
ツ
ロ
ー
“Il
S
an
to”
を
少
し
読
む
︒﹃
愛
子
と
徳
田
梗
概
﹄
(日
記
で
は
ま
だ
﹃
お
静
と
徳
田
﹄)
の
筋
立
て
を
す
る
︒
(日
記
)
(未
定
稿
25
)
＊
山
本
愛
子
と
増
田
英
一
が
モ
デ
ル
︒
1
・
19
(土
)
半
谷
重
固
が
帰
郷
︒
直
哉
は
︑
フ
ォ
ア
ガ
ッ
ツ
ロ
ー
“Il
S
an
to”
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
20
(日
)
内
村
鑑
三
は
風
邪
で
休
み
︒
午
後
︑
直
哉
は
岩
元
禎
を
訪
問
︒
十
一
時
頃
帰
る
︒
(
日
記
)
1
・
21
(月
)
直
哉
は
久
し
振
り
で
登
校
︒
午
後
︑
岩
倉
道
倶
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
夜
︑
鏡
花
の
﹃
式
部
小
路
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
22
(火
)
直
哉
は
大
学
ま
で
歩
く
︒
一
時
間
十
分
か
か
っ
た
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
と
上
野
を
散
歩
し
︑
坂
下
で
別
れ
︑
東
京
座
へ
行
く
︒
夜
︑﹁
美
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
し
︑
鏡
花
を
読
む
︒
(日
記
)
＊
武
者
小
路
実
篤
﹃
白
樺
を
出
す
ま
で
﹄﹁
大
学
﹂
に
よ
る
と
︑
武
者
小
路
実
篤
は
当
時
徒
歩
主
義
で
︑
麹
町
か
ら
大
学
ま
で
五
十
分
︑
歩
い
て
通
っ
て
い
た
︒
直
哉
も
一
時
か
ぶ
れ
て
︑
志
賀
家
か
ら
武
者
小
路
家
ま
で
誘
い
に
来
て
一
緒
に
歩
い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
︒
し
か
し
一
月
も
続
か
な
か
っ
た
と
い
う
︒
1
・
23
(水
)
午
前
︑
直
哉
は
﹁
美
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
し
︑
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
の
語
学
の
勉
強
会
︒
夜
︑
木
下
利
玄
と
小
川
亭
に
行
き
︑
組
広
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
壺
坂
寺
の
段
︑
若
の
助
の
﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂
四
段
目
(十
種
香
)
︑
昇
之
助
の
﹁
傾
城
阿
波
の
鳴
門
﹂
八
段
目
な
ど
を
聞
く
︒﹁
言
語
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
(日
記
)
1
・
24
(木
)
直
哉
は
朝
﹁
言
語
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
し
︑
午
後
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
︒
夜
﹃
式
部
小
路
﹄
を
読
む
︒
武
者
小
路
実
篤
を
誘
っ
て
歩
い
て
登
校
︒
(日
記
)
1
・
25
(金
)
午
後
四
時
頃
よ
り
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
岩
元
禎
を
訪
問
︒
十
二
時
近
く
に
帰
る
︒
(
日
記
)
1
・
26
(土
)
朝
︑
直
哉
は
上
田
敏
の
﹁
英
語
﹂
に
出
て
︑
帰
り
︑
黒
木
三
次
と
服
部
他
之
助
を
訪
問
︒
服
部
の
自
宅
で
の
勉
強
会
で
ミ
ル
ト
ン
を
取
り
上
げ
る
と
決
ま
る
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
五
1
・
27
(日
)
三
河
屋
の
牛
肉
を
食
べ
に
行
っ
た
帰
り
︑
直
哉
は
里
見
弴
を
訪
問
︒
午
後
︑
共
に
銀
座
を
散
歩
し
︑
志
賀
家
で
十
一
時
近
く
ま
で
話
す
︒
里
見
弴
が
帰
っ
て
か
ら
明
け
方
四
時
ま
で
﹁
文
学
概
論
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
(
日
記
)
1
・
28
(月
)
直
哉
は
︑
大
学
に
登
校
︒
昼
に
本
郷
の
青
木
堂
で
柳
谷
午
郞
に
会
い
︑
近
い
う
ち
︑
睦
友
会
で
遠
足
を
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
る
︒
午
後
の
授
業
は
休
み
︑
里
見
弴
か
ら
借
り
た
小
山
内
八
千
代
の
﹃
新
緑
﹄
を
読
む
︒
夜
九
時
︑
黒
木
三
次
か
ら
電
話
で
︑
明
日
か
ら
箱
根
に
遠
足
に
行
こ
う
と
言
わ
れ
︑
承
知
す
る
︒
(写
真
裏
書
込
・
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
P
521
)
(日
記
)
1
・
29
(火
)
直
哉
は
午
前
︑
夏
目
漱
石
の
﹁
十
八
世
紀
文
学
﹂
を
聞
き
︑
昼
に
青
木
堂
集
合
︒
川
村
弘
・
田
村
寛
貞
は
急
で
行
か
れ
な
い
と
い
う
の
で
︑
柳
谷
午
郎
・
黒
木
三
次
と
共
に
新
橋
に
向
か
い
︑
酒
匂
に
山
本
愛
子
を
訪
問
し
︑
午
後
七
時
頃
︑
塔
の
沢
着
︒
新
玉
の
湯
泊
︒
夜
︑
黒
木
三
次
か
ら
﹃
ク
ォ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
﹄
の
話
を
聞
く
︒
(写
真
裏
書
込
・
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
P
521
)
(日
記
)
1
・
30
(水
)
議
論
の
末
︑
直
哉
ら
一
行
は
小
涌
谷
に
行
く
こ
と
に
な
る
︒
途
中
︑
宮
ノ
下
で
写
真
撮
影
︒
午
後
九
時
二
十
分
︑
新
橋
帰
着
︒
モ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
旅
行
だ
っ
た
︒
(写
真
裏
書
込
・
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
P
521
)
(
日
記
)
(
学
研
﹃
現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
1
・
31
(木
)
直
哉
は
︑
午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
を
誘
っ
て
登
校
︒
午
後
︑
里
見
弴
へ
﹃
新
緑
﹄
を
返
し
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
寄
り
﹃
愛
国
心
﹄
を
聞
く
︒
夜
︑
フ
ォ
ス
を
読
む
︒︽
自
分
は
所
謂
恋
を
す
る
事
は
出
来
ぬ
︾
と
日
記
に
記
す
︒
鏡
花
を
読
む
︒
(
日
記
)
乃
木
稀
典
が
学
習
院
院
長
に
就
任
︒
(﹃
学
習
院
史
﹄)
2
・
？
里
見
弴
ら
の
絢
友
会
の
回
覧
雑
誌
最
終
号
﹁
古
甕
﹂
が
発
行
さ
れ
る
︒
(M
40
・
2
﹁
古
甕
﹂)
2
・
1
(金
)
午
後
︑
直
哉
は
歌
舞
伎
座
で
﹃
女
暫
﹄
を
観
劇
︒
芝
翫
︑
羽
左
衞
門
な
ど
︒
丸
善
で
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
七
冊
買
う
︒
夜
︑
琴
平
亭
で
東
猿
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
く
︒
東
猿
を
尊
敬
す
る
︒
鏡
花
の
﹃
式
部
小
路
﹄
読
了
︒
(
日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
2
・
2
(土
)
直
哉
は
黒
木
三
次
と
︑
病
気
の
内
村
鑑
三
を
見
舞
う
が
︑
内
村
鑑
三
は
祐
之
と
た
こ
あ
げ
を
し
て
い
る
︒
服
部
他
之
助
の
所
で
は
︑
ミ
ル
ト
ン
が
始
ま
る
︒
帰
り
︑
柳
宗
悦
と
話
し
︑
夜
柳
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
二
時
過
ぎ
帰
る
︒
(
日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
六
2
・
3
(日
)
夜
︑
直
哉
は
志
賀
英
子
を
連
れ
て
︑
琴
平
亭
に
行
き
︑
東
猿
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目
(
御
殿
)
を
聞
く
︒
(日
記
)
2
・
4
(月
)
夜
︑
直
哉
は
図
書
館
に
残
り
︑
帰
途
︑
東
猿
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
く
︒
(日
記
)
志
賀
直
温
︑
豊
前
採
炭
株
式
会
社
監
査
役
に
就
任
︒
(志
賀
家
系
図
)
2
・
5
(火
)
直
哉
は
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
翻
訳
﹃
無
法
者
﹄
と
斎
藤
信
策
﹃
イ
ブ
セ
ン
の
﹃
第
三
王
国
﹄﹄
を
読
む
︒
三
時
頃
か
ら
短
篇
を
書
き
か
け
る
︒
(日
記
)
2
・
6
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
独
訳
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
読
む
︒
夜
︑
一
人
で
東
猿
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
を
聞
く
︒
帰
っ
て
﹁
言
語
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
(日
記
)
手
帳
に
︽
恋
を
理
想
的
に
考
へ
て
︑
そ
れ
に
対
し
自
由
な
考
へ
を
持
つ
て
居
て
︑
し
か
も
恋
す
る
勇
気
が
な
く
︑
避
け
つ
ゝ
求
め
て
ゐ
る
の
は
現
代
の
青
年
で
は
あ
る
ま
い
か
︑︾
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
153
)
2
・
7
(木
)
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
長
い
手
紙
を
書
く
︒
(日
記
)
2
・
8
(金
)
夜
︑
直
哉
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“O
rp
h
an
”
(﹃
孤
児
﹄)
を
読
む
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
川
村
弘
が
図
書
館
で
借
り
た
﹁
猿
曳
門
出
諷
﹂
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
154
～
155
)
2
・
9
(土
)
直
哉
は
上
田
敏
の
﹁
英
語
﹂
を
休
む
︒
午
後
︑
九
段
中
坂
下
の
教
会
に
お
け
る
芸
苑
社
主
催
の
講
演
会
で
︑
上
田
敏
の
﹁
旧
約
聖
書
の
文
学
上
価
値
﹂
や
島
崎
藤
村
の
﹁
種
播
く
人
﹂
と
い
う
演
説
な
ど
を
聞
く
︒
藤
村
は
︑
種
ま
く
人
す
な
わ
ち
先
駆
者
が
︑
そ
の
手
段
と
し
て
金
を
欲
し
︑
そ
れ
を
得
る
た
め
に
全
生
涯
を
費
や
し
て
最
初
の
目
的
は
な
さ
な
い
で
終
わ
る
愚
を
話
し
︑
空
想
の
み
で
何
事
も
実
現
で
き
な
い
者
を
排
し
︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
所
謂
実
際
的
理
想
派
の
人
た
れ
︑
と
結
ん
だ
︒
非
常
に
下
手
だ
が
︑
感
じ
の
深
い
演
説
だ
っ
た
︒
有
島
生
馬
宛
の
葉
書
に
︑
こ
の
演
説
会
の
こ
と
を
書
く
︒
(日
記
)
(M
40
・
2
・
9
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄)
(﹃
演
説
の
印
象
﹄)
(M
40
・
2
・
17
﹁
読
売
新
聞
﹂)
2
・
10
(日
)
午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
一
緒
に
丸
善
に
行
き
︑
イ
プ
セ
ン
の
“B
ran
d
”
と
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
を
買
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
七
う
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ン
ド
ン
十
一
日
の
消
印
︑
東
京
三
月
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
2
・
11
(月
)
前
夜
︑
直
哉
は
森
田
明
次
が
生
き
て
い
た
と
い
う
夢
を
見
る
︒
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
が
出
発
前
に
く
れ
た
手
紙
を
読
み
︑
そ
の
こ
と
を
有
島
生
馬
へ
の
手
紙
に
書
く
︒
関
安
子
は
今
本
郷
五
丁
目
に
住
ん
で
い
る
な
ど
と
付
け
加
え
る
︒
(
日
記
)
(M
40
・
2
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
2
・
12
(火
)
直
哉
は
島
崎
藤
村
を
訪
問
し
よ
う
か
と
大
い
に
迷
っ
た
が
や
め
︑
夜
︑
玉
の
井
亭
で
円
蔵
を
聞
き
感
服
︒
(
日
記
)
こ
の
頃
直
哉
は
︑
近
江
直
也
と
い
う
名
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
160
)
2
・
13
(水
)
朝
︑
直
哉
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
“M
od
ern
D
ram
a”
(﹃
近
代
の
戯
曲
﹄)
を
読
む
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
ド
イ
ツ
語
で
︑
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“W
olf”
(﹃
狼
﹄)
を
読
む
︒
夜
︑
木
下
利
玄
と
新
声
館
に
行
く
︒
小
土
佐
の
﹁
三
日
太
平
記
﹂
九
段
目
(嘉
平
治
内
)
︑
素
行
の
﹁
伊
賀
越
道
中
双
六
﹂
六
段
目
(沼
津
)
︑
素
正
の
﹁
三
十
三
間
堂
棟
由
来
﹂
(
柳
)
︑
朝
重
の
﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂
四
段
目
(十
種
香
)
な
ど
を
聞
く
︒
帰
っ
て
か
ら
野
上
八
重
子
の
﹃
縁
﹄︑
寒
川
鼠
骨
﹃
散
歩
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
2
・
14
(木
)
志
賀
直
温
︑
熊
沢
に
出
発
︒
直
哉
は
朝
︑
武
者
小
路
実
篤
を
誘
う
︒
演
伎
座
で
﹁
傾
城
反
魂
香
﹂
を
見
る
︒
時
蔵
な
ど
︒
夜
︑
琴
平
亭
に
行
き
︑
東
猿
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(新
口
村
)
な
ど
を
聞
く
︒
大
塚
楠
緒
子
の
﹃
あ
き
ら
め
﹄
を
読
む
︒
(
日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ン
ド
ン
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
2
・
15
(金
)
夜
︑
柳
宗
悦
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)
2
・
16
(土
)
午
前
︑
直
哉
は
上
田
敏
の
﹁
英
語
﹂
を
聞
く
︒
夜
︑
宮
松
亭
で
東
猿
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
く
︒
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“C
ak
e”
(﹃
菓
子
﹄)
を
読
む
︒
(日
記
)
こ
の
頃
手
帳
に
︑
直
哉
は
︽
好
き
な
人
は
三
人
あ
る
︾
と
し
て
島
崎
藤
村
︑
東
猿
︑
馬
楽
を
挙
げ
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
161
)
2
・
17
(日
)
午
後
︑
直
哉
は
︑
志
賀
直
方
を
新
橋
に
迎
え
る
︒
常
盤
木
倶
楽
部
の
落
語
研
究
会
で
馬
楽
を
聞
く
︒
(
日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
八
2
・
18
(月
)
朝
︑
直
哉
は
高
浜
虚
子
の
家
に
寄
っ
て
﹃
坊
ち
や
ん
﹄
を
買
い
︑
正
親
町
公
和
を
誘
っ
て
登
校
︒
夏
目
漱
石
は
休
講
︒
午
後
︑﹃
坊
ち
や
ん
﹄
を
贈
ろ
う
と
馬
楽
の
家
を
探
し
た
が
見
あ
た
ら
ず
︑
宮
戸
座
で
﹁
猿
廻
首
途
諷
﹂
を
立
ち
見
す
る
︒
本
郷
の
青
木
堂
で
岩
元
禎
に
会
い
︑﹁
文
学
概
論
﹂
を
済
ま
せ
た
後
︑
行
く
︒
十
一
時
半
ま
で
話
す
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
161
～
162
)
2
・
19
(火
)
朝
︑
志
賀
直
方
が
熊
沢
へ
出
発
︒
午
後
︑
直
哉
は
風
邪
で
寝
て
い
る
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
夜
︑
東
猿
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
く
︒
(日
記
)
2
・
20
(水
)
直
哉
は
︑
午
後
登
校
︒
帰
途
里
見
弴
を
訪
問
し
︑
十
一
時
半
ま
で
話
す
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
二
枚
書
く
︒
ア
ミ
ア
ン
の
消
印
︑
麻
布
三
月
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
2
・
21
(木
)
夜
︑
佐
藤
た
か
が
木
村
家
に
来
た
の
で
︑
直
哉
も
行
く
︒
(日
記
)
2
・
22
(金
)
直
哉
は
朝
か
ら
頭
痛
︑
風
邪
気
味
︒
午
後
︑
里
見
弴
と
柳
宗
悦
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
柳
は
す
ぐ
帰
り
︑
里
見
弴
と
十
一
時
ま
で
話
す
︒
(日
記
)
2
・
23
(土
)
午
後
︑
服
部
他
之
助
の
家
の
会
︒
志
賀
直
温
・
直
方
帰
宅
︒
(日
記
)
2
・
24
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
里
見
弴
と
深
川
見
物
︒
午
後
︑
人
形
町
で
︑
天
ぷ
ら
を
食
べ
る
︒
ゆ
す
り
を
す
る
男
を
目
撃
︒
東
猿
の
﹁
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
﹂
四
段
目
を
聞
く
︒
(日
記
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄)
2
・
25
(月
)
直
哉
は
気
分
が
優
れ
ず
︑﹁
文
学
概
論
﹂
は
出
ず
に
帰
宅
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
有
島
武
郎
の
帰
朝
ま
で
は
辛
抱
し
ろ
と
関
安
子
を
慰
め
て
き
た
が
︑
な
ぜ
武
郎
に
す
っ
か
り
話
さ
な
か
っ
た
の
か
と
責
め
る
書
簡
を
有
島
生
馬
に
送
る
︒
(M
40
・
2
・
25
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
2
・
26
(火
)
直
哉
は
前
日
の
﹁
文
学
概
論
﹂
の
ノ
ー
ト
を
写
す
︒
(日
記
)
2
・
27
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
の
語
学
の
勉
強
会
︒
夜
︑
西
沢
勇
志
智
の
送
別
会
︒
(日
記
)
2
・
28
(木
)
夏
目
漱
石
の
“M
erch
an
t
of
V
en
ice”
の
講
義
が
終
わ
っ
た
︒
午
後
︑
猪
原
(貞
雄
︑
M
39
・
11
・
13
志
賀
直
哉
宛
有
島
武
郎
葉
書
)
が
志
賀
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
五
九
家
に
来
て
︑
ス
イ
ス
の
話
を
し
て
く
れ
る
︒
(日
記
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
︑
大
津
央
著
﹃
鶏
の
声
﹄
(↓
未
定
稿
26
)
︑
近
江
央
著
﹃
鳥
の
声
﹄
(↓
未
定
稿
23
︑
24
︑
後
の
未
定
稿
39
﹃
山
の
水
車
﹄)
の
単
行
本
の
表
紙
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
163
～
164
)
3
・
1
(金
)
直
哉
は
お
雛
様
を
飾
る
︒
川
村
孜
が
来
る
は
ず
だ
っ
た
が
来
ず
︑
柳
宗
悦
が
来
て
八
時
近
く
ま
で
話
す
︒
立
花
亭
に
東
猿
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
き
に
行
く
︒
木
下
利
玄
も
来
て
い
た
︒
(日
記
)
3
・
2
(土
)
直
哉
は
登
校
す
る
が
授
業
は
休
ん
で
︑
午
後
︑
岩
倉
道
倶
を
訪
問
︒
服
部
他
之
助
の
会
︒
夜
︑
宮
松
亭
で
播
玉
の
﹁
勢
州
阿
漕
浦
﹂
平
治
の
段
︑
文
字
之
助
の
﹁
日
吉
丸
稚
桜
﹂
三
段
目
︑
長
広
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
を
聞
く
︒
木
原
店
で
小
さ
ん
の
落
語
を
聞
く
︒
(日
記
)
3
・
3
(日
)
直
哉
は
久
し
振
り
に
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
帰
り
︑
輔
仁
会
大
会
に
行
く
︒
新
渡
戸
稲
造
の
演
説
を
聞
い
て
不
愉
快
に
思
う
︒
新
渡
戸
の
演
説
後
︑
学
習
院
院
長
の
乃
木
希
典
大
将
が
壇
上
に
上
っ
て
握
手
し
大
喝
采
︒
(
日
記
)
(
M
40
・
3
・
15
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
一
)
3
・
4
(月
)
午
後
︑
直
哉
は
﹁
文
学
概
論
﹂
は
休
み
︑
武
者
小
路
実
篤
と
丸
善
に
行
っ
て
帰
宅
︒
夜
︑
喜
吉
亭
に
行
く
︒
(日
記
)
3
・
5
(火
)
直
哉
は
︑
夜
︑
喜
吉
亭
に
行
っ
て
︑
帰
り
に
馬
楽
に
﹃
坊
ち
や
ん
﹄
を
贈
る
︒
(
日
記
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄)
3
・
6
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
真
鍋
家
で
武
者
小
路
実
篤
と
の
語
学
の
勉
強
会
︒
ド
イ
ツ
の
英
雄
伝
を
見
る
︒
大
塚
保
治
の
﹁
美
学
﹂
は
休
み
︑
帰
途
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
寄
る
︒
(日
記
)
3
・
7
(木
)
朝
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
誘
っ
て
登
校
︒
(日
記
)
3
・
8
(金
)
午
前
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
歌
舞
伎
座
で
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
・
細
川
護
立
・
川
村
弘
と
観
劇
︒﹁
宮
島
だ
ん
ま
り
﹂
﹁
高
時
﹂﹁
妹
背
山
婦
女
庭
訓
﹂﹁
大
成
功
﹂﹁
寿
う
つ
ぼ
猿
﹂
を
見
る
︒
十
一
時
帰
宅
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
3
・
9
(土
)
直
哉
は
︑
志
賀
留
女
・
浩
・
妹
た
ち
と
︑
午
前
八
時
半
両
国
発
︑
午
後
二
時
近
く
銚
子
着
の
旅
行
︒
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“T
h
e
P
ed
lar”
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
〇
(﹃
行
商
人
﹄)
を
読
む
︒
(日
記
)
3
・
10
(日
)
一
行
は
︑
午
前
燈
台
の
下
ま
で
行
き
︑
午
後
帰
宅
︒
直
哉
は
︑
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“M
oth
er
an
d
S
on
”
(﹃
母
親
﹄)
を
読
む
︒
(
日
記
)
3
・
11
(月
)
直
哉
は
風
邪
の
た
め
︑﹁
文
学
概
論
﹂
を
や
め
て
黒
木
三
次
・
木
下
利
玄
と
帰
宅
︒
途
中
︑
自
転
車
に
乗
っ
た
人
を
馬
鹿
と
言
っ
た
ら
怒
っ
て
一
騒
動
︒
(日
記
)
(M
40
・
3
・
22
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
↓
後
の
未
定
稿
133
3
・
12
(火
)
午
後
︑
直
哉
は
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
し
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
読
む
︒
こ
の
頃
︑
む
や
み
と
仕
事
を
邪
魔
す
る
小
悪
魔
の
存
在
を
感
じ
る
︒
(日
記
)
(M
40
・
3
・
15
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
3
・
13
(水
)
直
哉
は
風
邪
で
頭
痛
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
語
学
の
勉
強
会
︒
夜
︑
島
村
抱
月
訳
の
﹃
其
の
女
﹄
を
読
む
︒
(
日
記
)
3
・
14
(木
)
夏
目
漱
石
は
休
講
︒
帰
途
︑
直
哉
は
教
文
館
で
ピ
ュ
ヴ
ィ
・
ド
・
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
画
集
を
買
う
︒
夜
︑
“B
ran
d
”
第
一
幕
を
読
む
︒
(日
記
)
3
・
15
(金
)
午
後
に
柳
︑
夜
に
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
絵
を
見
て
︑
直
哉
は
︑
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
ず
︑
聖
書
を
読
み
出
し
︑﹁
ヨ
ハ
ネ
伝
﹂
を
研
究
す
る
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
送
る
︒
大
変
絵
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
︑
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
本
を
昨
日
買
っ
た
︑
杉
山
得
一
が
韓
国
か
ら
帰
国
し
た
︑
な
ど
︒
(M
40
・
3
・
15
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
3
・
16
(土
)
午
前
︑
直
哉
は
大
学
を
休
み
︑
“B
ran
d
”
第
二
幕
を
読
む
︒
午
後
︑
服
部
他
之
助
の
会
︒
夜
︑
三
河
屋
で
杉
山
得
一
の
歓
迎
会
︒
柳
谷
午
郎
の
家
に
寄
り
︑
十
一
時
ま
で
話
す
︒
(日
記
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹁
国
文
﹂
の
試
験
は
受
け
て
み
る
つ
も
り
︑
作
品
は
は
か
ど
っ
た
の
で
遠
か
ら
ず
見
せ
ら
れ
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
3
・
17
(日
)
直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
の
所
に
寄
る
︒
(日
記
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
絵
の
趣
味
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
直
哉
の
影
響
だ
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
一
3
・
18
(月
)
直
哉
は
大
学
を
休
み
︑
中
井
常
次
郎
の
所
に
行
く
︒
一
種
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
こ
と
︒
教
文
館
に
寄
り
︑
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
画
集
を
買
う
︒
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︑
夕
方
︑
里
見
弴
の
家
に
寄
り
帰
る
︒
(日
記
)
里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
3
・
19
(火
)
直
哉
は
十
時
に
登
校
︒
午
後
︑
丸
善
で
︑
ベ
ッ
ク
リ
ン
︑
ホ
ー
フ
マ
ン
︑
ト
ー
ル
ヴ
ァ
ル
セ
ン
の
画
集
を
買
う
︒
学
習
院
で
﹃
光
琳
派
画
集
﹄
と
﹃
近
世
絵
画
史
﹄
を
借
り
る
︒
夜
︑
ド
イ
ツ
語
と
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
見
る
︒
(
日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
四
月
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
3
・
20
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
語
学
の
勉
強
会
︒
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
“W
aitin
g
for
th
e
ferry
”
(﹃
渡
し
船
を
待
っ
て
﹄)
も
終
わ
る
︒
﹁
美
学
﹂
も
こ
の
学
期
終
わ
り
︒
正
親
町
公
和
か
ら
新
作
を
受
け
取
り
︑
三
分
の
二
ほ
ど
読
む
︒
(日
記
)
里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
3
・
21
(木
)
朝
︑
直
哉
は
正
親
町
公
和
の
小
説
の
残
り
を
読
む
︒
武
者
小
路
実
篤
を
誘
っ
て
登
校
︒
こ
の
日
で
︑
ま
ず
こ
の
学
期
は
終
わ
り
︒
帰
り
に
川
村
弘
・
川
村
孜
と
東
京
勧
業
博
覧
会
の
美
術
館
を
見
る
︒
(日
記
)
3
・
22
(金
)
午
前
︑
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
田
村
寛
貞
の
こ
と
な
ど
︒
午
後
︑
日
本
橋
の
落
語
研
究
会
に
行
く
︒
帰
途
︑
丸
善
で
︑
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
︑
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
画
集
を
買
う
︒
(日
記
)
(M
40
・
3
・
22
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
3
・
23
(土
)
直
哉
は
午
後
︑
服
部
他
之
助
の
所
に
行
っ
た
が
休
み
で
︑
松
平
茂
時
の
部
屋
で
四
時
ま
で
話
す
︒
夜
︑
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
を
す
る
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
3
・
24
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
十
時
ま
で
話
す
︒
小
説
を
書
い
て
集
ま
る
約
束
を
す
る
︒
(日
記
)
↓
十
四
日
会
3
・
25
(月
)
午
後
か
ら
翌
朝
三
時
ま
で
︑
直
哉
は
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
を
す
る
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
二
3
・
26
(火
)
直
哉
は
午
後
︑
学
習
院
へ
﹃
光
琳
派
画
集
﹄
を
返
し
に
行
き
︑
夜
十
二
時
ま
で
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
︒
シ
ラ
ー
に
関
す
る
記
事
が
面
白
い
と
思
う
︒
(日
記
)
3
・
27
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
フ
ォ
ス
の
“G
oeth
e
u
n
d
S
ch
il
er
in
B
riefen
”
を
読
み
︑
夕
方
か
ら
岩
元
禎
を
訪
問
︒
岩
元
は
強
い
る
人
だ
か
ら
圧
迫
を
感
じ
る
と
思
う
︒
十
二
時
帰
宅
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
八
日
の
消
印
︒
語
学
試
験
の
結
果
は
ま
だ
分
か
ら
ぬ
の
だ
ろ
う
と
思
う
︑
武
者
小
路
実
篤
は
﹁
ド
イ
ツ
語
﹂
の
一
次
試
験
は
通
過
し
︑
二
度
目
の
が
今
日
あ
る
︑
夏
目
漱
石
が
大
学
を
や
め
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
と
い
う
の
は
本
当
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
に
よ
れ
ば
︑
岩
元
禎
は
︑
“G
oeth
e
u
n
d
S
ch
il
er
in
B
riefen
”
を
読
め
と
し
き
り
に
勧
め
︑
読
ん
だ
と
い
う
と
︑
話
の
中
で
そ
れ
と
な
く
試
験
を
し
た
︒
直
哉
が
ド
イ
ツ
語
で
読
ん
だ
の
は
︑
ワ
イ
ル
ド
の
﹃
サ
ロ
メ
﹄
の
独
訳
と
こ
れ
だ
け
︒
3
・
28
(木
)
直
哉
は
︑
丸
善
で
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
の
画
集
を
買
う
︒
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
・
北
島
貴
孝
も
来
合
わ
せ
る
︒
夜
︑﹃
鳥
の
声
﹄
を
書
き
か
け
た
が
出
来
な
い
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
3
・
29
(金
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
昨
日
︑﹃
善
人
の
苦
痛
﹄
と
い
う
小
説
を
書
き
終
え
た
︑
毎
月
一
度
ず
つ
難
産
す
れ
ば
︑
そ
の
う
ち
に
楽
に
な
る
と
思
う
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
3
・
30
(土
)
午
前
︑
直
哉
は
︑
志
賀
英
子
と
中
井
常
次
郎
の
所
に
行
き
︑
診
察
を
受
け
る
︒
直
哉
は
気
管
支
カ
タ
ル
︒
(
日
記
)
3
・
31
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
体
調
が
悪
い
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
﹃
新
次
﹄
の
話
を
す
る
︒
(日
記
)
4
・
1
(月
)
夕
方
か
ら
︑
柳
宗
悦
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
夜
︑
“G
oeth
e
u
n
d
S
ch
il
er
in
B
riefen
”
を
読
む
︒
(日
記
)
4
・
2
(火
)
直
哉
は
“G
oeth
e
u
n
d
S
ch
il
er
in
B
riefen
”
読
了
︒
シ
ラ
ー
に
関
し
た
所
だ
け
面
白
い
と
思
う
︒
(
日
記
)
4
・
3
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
志
賀
英
子
と
千
人
画
伯
展
覧
会
に
行
く
︒
新
富
座
で
観
劇
︒﹁
堀
川
波
の
鼓
﹂
﹁
滝
の
白
糸
﹂
を
見
る
︒
伊
井
蓉
峰
︑
河
合
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
三
武
雄
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
4
・
4
(木
)
直
哉
は
午
前
墓
参
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
と
千
人
画
伯
展
覧
会
に
行
く
︒
演
伎
座
で
﹁
沼
津
の
平
作
﹂
を
立
ち
見
︒
時
蔵
が
大
変
良
か
っ
た
︒﹃
お
為
と
由
夫
﹄
落
想
︒
(日
記
)
↓
未
定
稿
28
﹃
(
お
為
と
由
夫
)﹄
4
・
5
(金
)
直
哉
は
﹃
甚
吉
﹄
の
清
書
を
す
る
︒
夜
︑
朝
重
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目
(御
殿
)
を
聞
く
︒
(
日
記
)
(未
定
稿
27
)
武
者
小
路
実
篤
が
汽
車
の
中
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
語
学
試
験
は
﹁
漢
文
﹂・﹁
国
文
﹂
と
も
に
通
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
4
・
6
(土
)
午
前
︑
直
哉
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
“T
h
e
B
lin
d
m
an
”
(﹃
盲
人
﹄)
を
訳
す
︒
佐
藤
紅
緑
の
﹃
人
と
犬
﹄
な
ど
﹁
中
央
公
論
﹂
四
月
号
に
載
っ
た
小
説
を
読
む
︒
夜
︑
朝
重
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
く
︒
(
日
記
)
4
・
7
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
﹃
お
為
と
由
夫
﹄
を
執
筆
︒
夕
方
︑
佐
久
間
忠
雄
が
来
る
︒
十
二
時
頃
帰
る
︒
(
日
記
)
直
哉
は
佐
久
間
忠
雄
と
連
名
で
︑
有
島
生
馬
に
葉
書
を
送
る
︒
有
島
武
郎
は
も
う
両
三
日
の
内
帰
朝
だ
ろ
う
︑﹁
中
央
公
論
﹂
を
送
っ
た
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
は
︑
先
に
話
し
た
﹃
二
十
六
人
と
一
人
﹄
の
翻
訳
だ
と
の
こ
と
︒
(
M
40
・
4
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
4
・
8
(月
)
午
前
か
ら
取
り
か
か
り
︑
午
後
四
時
︑
直
哉
は
﹃
お
為
と
由
夫
﹄
脱
稿
︒
(日
記
)
(
未
定
稿
28
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
文
楽
座
に
行
き
︑
摂
津
大
掾
の
義
太
夫
を
聞
き
︑
紋
十
郎
の
人
形
を
見
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
木
下
利
玄
が
箱
根
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
4
・
9
(火
)
直
哉
は
気
が
進
ま
な
い
な
が
ら
も
鹿
野
山
に
行
く
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
︑
鹿
野
山
の
こ
と
を
述
べ
︑
有
島
武
郎
に
ロ
ン
ド
ン
で
関
安
子
の
事
を
相
談
し
た
の
だ
ろ
う
と
確
認
す
る
書
簡
を
送
る
︒
(M
40
・
4
・
9
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
4
・
10
(水
)
直
哉
は
バ
ー
ン
･ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
画
集
を
見
た
が
︑
さ
び
し
く
て
翌
日
帰
る
こ
と
に
す
る
︒
(
日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
四
4
・
11
(木
)
直
哉
は
八
時
に
鹿
野
山
を
出
発
︑
大
嵐
の
中
帰
宅
︒
夜
︑
白
杉
義
雄
が
来
て
い
て
十
時
半
ま
で
話
す
︒
志
賀
直
方
も
帰
っ
て
い
て
一
時
過
ぎ
ま
で
話
す
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
帰
京
し
た
︑﹁
心
理
学
﹂
の
ノ
ー
ト
は
取
り
に
来
な
か
っ
た
ね
︑
広
勝
は
北
海
道
に
巡
業
に
出
た
そ
う
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
4
・
12
(金
)
午
後
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
を
見
舞
う
︒
丸
善
で
ク
リ
ン
ガ
ー
を
買
う
︒
(日
記
)
4
・
13
(土
)
直
哉
は
志
賀
直
方
と
東
京
勧
業
博
覧
会
に
行
く
︒
有
島
生
馬
か
ら
長
い
手
紙
を
受
け
取
る
︒
(
日
記
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
い
よ
い
よ
明
日
と
な
っ
た
が
︑
ま
だ
何
も
出
来
な
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
4
・
14
(日
)
志
賀
家
で
︑
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
が
自
作
の
小
説
を
持
ち
寄
り
︑
批
評
し
あ
う
︒
十
四
日
会
の
第
一
回
︒
木
下
利
玄
の
﹃
お
京
﹄
(﹃
沈
丁
花
﹄
と
い
う
題
だ
っ
た
か
？
M
40
・
4
・
16
木
下
利
玄
日
記
)
は
評
判
が
良
か
っ
た
が
︑
あ
と
は
駄
目
だ
っ
た
︒
(日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
百
五
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
白
樺
を
出
す
ま
で
﹄﹁
十
四
日
会
﹂)
4
・
15
(月
)
午
後
︑
十
三
日
に
亡
く
な
っ
た
内
村
鑑
三
の
父
・
内
村
宜
之
の
葬
儀
に
︑
直
哉
も
行
く
︒
(
日
記
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
の
会
で
︑
自
分
た
ち
が
如
何
に
な
っ
て
い
な
い
か
が
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
4
・
16
(火
)
直
哉
は
︑
エ
マ
ー
ソ
ン
と
イ
プ
セ
ン
を
読
む
︒
(日
記
)
4
・
17
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
真
鍋
家
で
ベ
ッ
ク
リ
ン
を
読
む
︒﹁
美
学
﹂
に
出
て
︑
木
下
利
玄
と
木
原
店
の
昇
之
助
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
く
︒
帰
宅
後
︑
木
下
利
玄
の
作
品
と
高
浜
虚
子
の
﹃
風
流
懺
法
﹄
を
読
む
︒
(
日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
＊
﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
に
よ
れ
ば
︑
高
浜
虚
子
の
初
期
の
小
説
を
愛
読
し
た
︑
情
緒
的
な
所
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
︒
4
・
18
(木
)
夜
︑
志
賀
直
方
と
木
村
峯
と
の
結
婚
式
が
八
百
勘
で
催
さ
れ
る
︒
直
哉
は
︑
雛
妓
も
人
間
で
子
供
で
無
邪
気
だ
︑
小
説
に
書
こ
う
と
思
う
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
五
木
下
利
玄
が
︑﹃
お
為
と
由
夫
﹄
を
読
む
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
4
・
20
(土
)
朝
︑
直
方
夫
妻
は
鎌
倉
に
新
世
帯
を
持
つ
べ
く
出
発
︒
午
後
︑
直
哉
は
︑
東
京
美
術
学
校
で
夏
目
漱
石
の
話
と
上
田
敏
の
話
を
聞
く
︒
(日
記
)
こ
の
頃
︑﹃
大
小
小
紋
﹄
を
落
想
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
168
～
170
)
＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
の
直
哉
の
発
言
に
よ
る
と
︑
﹃
大
小
小
紋
﹄
は
○
○
の
母
親
が
志
賀
銀
の
形
見
分
け
の
大
小
小
紋
を
着
て
⁝
⁝
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
と
の
こ
と
︒
4
・
21
(日
)
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
木
下
利
玄
の
家
に
寄
る
︒
(日
記
)
4
・
22
(月
)
午
後
︑
直
哉
は
﹁
文
学
概
論
﹂
に
出
て
︑
帰
り
︑
東
京
座
に
救
世
軍
の
ブ
ー
ス
大
将
の
伝
道
演
説
を
聞
く
が
︑
下
ら
な
い
︒
木
下
利
玄
も
誘
う
が
︑
切
符
は
売
り
切
れ
だ
っ
た
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(M
40
・
4
・
23
﹁
読
売
新
聞
﹂)
＊
﹃
わ
が
生
活
信
条
﹄﹃
演
説
の
印
象
﹄
に
よ
る
と
︑
ブ
ー
ス
の
話
は
︑
気
の
抜
け
た
つ
ま
ら
な
い
話
で
大
い
に
失
望
し
た
が
︑
後
か
ら
考
え
る
と
︑
話
し
上
手
の
モ
ッ
ト
よ
り
よ
か
っ
た
︒
4
・
23
(火
)
午
後
︑
直
哉
は
黒
木
三
次
・
松
平
春
光
と
歌
舞
伎
座
で
観
劇
︒﹁
春
日
局
﹂﹁
勧
進
帳
﹂﹁
新
版
歌
祭
文
﹂﹁
春
色
二
人
道
成
寺
﹂
︒
芝
翫
︑
八
百
蔵
︑
羽
左
衞
門
︑
高
麗
蔵
︑
菊
五
郎
︑
訥
升
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
4
・
24
(水
)
直
哉
は
大
学
を
休
み
︑
真
鍋
家
で
の
語
学
の
勉
強
会
も
休
み
に
す
る
︒
(日
記
)
4
・
25
(木
)
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
き
︑﹁
言
語
学
﹂
を
休
ん
で
︑
有
島
家
を
訪
問
︒
有
島
生
馬
の
絵
を
見
︑
有
島
武
郎
と
色
々
話
す
︒
シ
ャ
バ
ン
ヌ
︑
ベ
ッ
ク
リ
ン
︑
イ
プ
セ
ン
︑
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
こ
と
な
ど
︒
黒
木
三
次
・
田
村
寛
貞
も
一
緒
︒
十
二
時
頃
帰
宅
︒
(日
記
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
三
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
祖
母
(武
者
小
路
菅
子
)
が
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
六
簡
﹄)
4
・
26
(金
)
七
時
十
分
の
汽
車
で
︑
直
哉
は
志
賀
留
女
・
淑
子
を
連
れ
て
︑
鎌
倉
の
志
賀
直
方
の
家
に
行
く
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
﹃
万
霊
塔
﹄
起
草
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
4
・
27
(土
)
直
哉
は
上
田
敏
の
﹁
英
語
﹂
を
休
む
︒
午
後
︑
服
部
他
之
助
の
所
に
行
く
が
︑
休
み
だ
っ
た
︒
(
日
記
)
志
賀
直
温
︑
東
京
堅
鉄
製
作
所
創
立
総
会
に
お
い
て
監
査
役
に
選
任
さ
れ
る
︒
(
志
賀
家
系
図
)
4
・
28
(日
)
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
夜
︑
木
原
店
で
昇
之
助
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
く
︒
(
日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
4
・
29
(月
)
午
前
︑
直
哉
は
︑﹃
大
小
小
紋
﹄
を
少
し
書
く
︒
午
後
︑﹁
文
学
概
論
﹂
に
出
て
︑
往
復
に
有
島
武
郎
の
旅
行
記
を
読
む
︒
“B
ran
d
”
第
三
幕
を
読
了
︒
(日
記
)
こ
の
年
か
？
4
・
30
(火
)
直
哉
は
︑
母
に
月
代
を
し
て
も
ら
う
淑
子
や
隆
子
・
祖
母
の
様
子
を
︑
英
子
の
視
点
か
ら
描
く
︒
(未
定
稿
29
)
5
・
1
(水
)
｢美
学
﹂
が
休
講
で
︑
帰
り
に
直
哉
は
銀
座
を
歩
く
︒
(日
記
)
5
・
2
(木
)
夜
︑
直
哉
は
服
部
他
之
助
の
家
を
訪
問
︒
(日
記
)
5
・
3
(金
)
午
後
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
を
誘
っ
て
有
島
家
に
行
き
︑
十
二
時
近
く
ま
で
有
島
武
郎
の
話
を
聞
く
︒
(日
記
)
5
・
4
(土
)
直
哉
は
午
後
︑
体
格
試
験
を
受
け
︑
服
部
他
之
助
を
訪
問
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(
日
記
)
5
・
5
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹃
直
線
﹄
と
い
う
演
説
を
構
想
︒
帰
途
︑
木
下
利
玄
の
家
に
行
き
︑
晩
︑
琴
平
亭
で
林
の
助
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
を
聞
く
が
下
ら
な
い
︒
(日
記
)
5
・
6
(月
)
午
前
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
と
烏
合
会
を
見
る
︒
明
治
座
で
観
劇
︒﹁
里
見
八
犬
伝
﹂﹁
大
蛇
退
治
﹂
﹁
盟
約
誓
十
徳
﹂
を
見
る
︒
右
団
次
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
七
5
・
7
(火
)
直
哉
は
昼
頃
︑
烏
合
会
に
行
き
︑
鏑
木
清
方
︑
山
中
古
洞
に
絵
を
描
い
て
貰
う
︒
﹃
医
師
﹄
と
い
う
演
説
を
構
想
す
る
︒
(日
記
)
5
・
8
(水
)
直
哉
は
︑
志
賀
留
女
と
東
京
勧
業
博
覧
会
を
見
物
し
︑
帰
り
に
佐
本
家
に
寄
る
︒
(
日
記
)
5
・
9
(木
)
午
前
︑
有
島
武
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
黒
木
三
次
な
ど
を
訪
問
︒
(
日
記
)
有
島
武
郎
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
志
賀
家
辞
去
後
︑
香
蘭
女
学
校
に
行
き
︑
関
家
を
訪
ね
た
が
安
子
は
不
在
で
︑
母
と
話
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
5
・
10
(金
)
直
哉
は
︑﹃
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
落
想
(↓
後
の
未
定
稿
43
﹃
小
説
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄)
︒﹁
本
所
弁
天
窟
本
夫
殺
し
﹂
と
い
う
新
聞
の
三
面
記
事
か
ら
思
い
付
い
た
も
の
︒
(日
記
)
(未
定
稿
67
﹃
今
度
の
小
説
に
就
い
て
﹄)
5
・
11
(土
)
直
哉
は
午
前
﹁
心
理
学
﹂
を
勉
強
し
︑
午
後
昼
寝
︒
米
津
政
賢
が
来
て
夜
ま
で
話
す
︒
志
賀
直
方
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
志
賀
英
子
・
木
村
ツ
ル
を
連
れ
て
鎌
倉
に
帰
る
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
三
日
の
消
印
︑
麻
布
六
月
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
12
(日
)
内
村
鑑
三
の
所
は
休
み
だ
っ
た
︒
午
後
︑
直
哉
は
落
語
研
究
会
に
行
く
が
︑
下
ら
な
か
っ
た
︒
小
山
内
薫
と
会
い
︑
一
緒
に
丸
善
に
行
き
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
集
を
買
う
︒
こ
の
日
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
︒
(
日
記
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二
│
二
︑
三
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
九
)
5
・
13
(月
)
午
後
︑
直
哉
は
池
之
端
を
歩
き
︑
東
京
勧
業
博
覧
会
の
水
族
館
を
見
る
︒﹁
文
学
概
論
﹂
は
休
み
︑
岩
元
禎
を
訪
問
︒
岩
元
禎
は
人
の
個
人
性
を
尊
敬
し
な
い
人
だ
と
思
う
︒
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ク
ラ
ウ
ス
の
“D
an
te”
︑
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
“K
u
ltu
r
d
er
R
en
aissan
ce”︑
ヒ
ル
テ
ィ
の
“G
lü
ck
”
を
受
け
取
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
6
﹂
補
⑤
P
165
︑﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
203
～
204
)
＊
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
で
﹁
性
慾
の
地
獄
﹂
(﹁
ノ
ー
ト
14
﹂
補
⑥
P
298
～
301
)
に
関
し
て
︽
そ
れ
は
ド
レ
ー
と
い
ふ
ダ
ン
テ
の
插
絵
を
描
い
た
人
が
あ
る
︑
フ
ラ
ン
ス
の
ね
︑
D
oret
だ
つ
た
か
な
︑
そ
の
人
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ル
と
ダ
ン
テ
の
地
獄
巡
り
の
絵
が
あ
る
ん
だ
よ
︒
男
女
が
ご
ち
や
ご
ち
や
に
な
つ
て
る
の
を
二
人
が
立
つ
て
見
て
ゐ
る
⁝
⁝
そ
れ
が
夢
に
出
た
ん
だ
よ
︒
上
方
に
ボ
ン
ヤ
と
い
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
八
ふ
の
が
あ
る
だ
ら
う
︒
ボ
ン
ヤ
の
二
階
へ
上
つ
て
み
る
と
︑
そ
れ
が
女
ぢ
や
な
い
ん
だ
︒
男
同
志
︑
そ
れ
も
年
寄
り
も
一
緒
に
ご
ち
や
〳
〵
に
な
つ
て
ゐ
る
ん
だ
︒
敷
い
て
あ
る
布
団
に
立
つ
た
足
の
裏
が
温
か
つ
た
り
す
る
︒
つ
ま
り
さ
う
い
ふ
地
獄
だ
と
思
ふ
︒
そ
れ
を
割
に
は
つ
き
り
夢
で
見
て
ね
︑
そ
れ
を
書
い
た
ん
だ
︒
元
を
糾
せ
ば
插
絵
は
ず
つ
と
前
に
見
た
も
の
な
ん
だ
︒
岩
元
さ
ん
の
所
に
行
つ
て
ゐ
る
時
に
︑
ダ
ン
テ
の
も
の
を
勧
め
ら
れ
て
︑
こ
ん
な
厚
い
本
を
買
つ
た
事
が
あ
る
︒
た
し
か
K
rau
s
と
い
ふ
人
の
著
書
だ
︒
そ
れ
に
載
つ
て
ゐ
た
插
画
な
ん
だ
︒
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
ー
と
ド
レ
ー
の
插
画
が
沢
山
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
︑
そ
の
ド
レ
ー
の
方
に
さ
う
い
ふ
插
絵
が
あ
る
ん
だ
︒︾
と
発
言
し
て
い
る
︒
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
縦
横
談
﹄
で
も
言
及
し
て
い
る
︒
｢手
帳
7
﹂
(Im
p
ression
sⅪ
)
を
使
い
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
166
～
)
5
・
14
(火
)
直
哉
は
︑
午
前
︑
小
山
内
薫
を
訪
問
︒
小
山
内
薫
か
ら
内
村
鑑
三
の
許
に
通
っ
て
い
る
色
々
な
人
の
噂
を
聞
き
︑
世
の
中
の
人
は
皆
︑
面
を
被
っ
て
い
る
の
だ
と
不
快
に
思
う
︒﹃
面
﹄
落
想
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
166
～
168
)
(M
40
・
6
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
5
・
15
(水
)
直
哉
は
午
前
か
ら
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒﹁
美
学
﹂
は
休
み
︑
池
之
端
を
廻
る
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
写
真
が
来
る
︒
(日
記
)
『木
賃
宿
﹄
落
想
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
170
)
5
・
16
(木
)
直
哉
は
︑
望
月
と
い
う
家
で
写
真
を
撮
影
︒
(日
記
)
か
ね
て
落
想
の
﹃
面
﹄﹃
大
小
小
紋
﹄﹃
木
賃
宿
﹄
に
つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
166
～
170
)
5
・
18
(土
)
直
哉
は
細
川
護
立
の
家
に
行
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
貰
う
︒
(日
記
)
(筑
摩
書
房
﹃
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
『友
待
つ
間
﹄
執
筆
︒
青
山
の
黒
木
三
次
を
訪
ね
︑
留
守
だ
っ
た
為
︑
向
う
の
原
で
時
間
を
潰
す
間
に
書
い
た
も
の
か
？
︽
今
の
小
説
家
の
や
る
写
生
︾
に
も
挑
戦
し
て
い
る
︒
(未
定
稿
30
)
こ
の
頃
直
哉
は
︑
手
帳
に
︽
○
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
(新
富
座
に
て
お
伽
芝
居
を
見
る
︑)
／
三
十
九
年
五
月
五
日
(商
業
学
校
で
英
語
会
を
見
る
)
︾
と
記
す
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
の
出
会
い
の
記
録
で
あ
る
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
171
)
直
哉
は
︑
作
品
名
を
手
帳
に
記
す
︒﹃
嶋
吉
﹄
(↓
未
定
稿
8
の
作
品
名
メ
モ
)
︑﹃
仙
太
﹄
(
↓
未
定
稿
8
の
作
品
名
メ
モ
)
︑﹃
長
生
﹄
(↓
未
定
稿
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
六
九
15
？
M
39
・
3
・
3
︑
13
年
譜
参
照
)
︑﹃
悪
魔
の
凱
歌
﹄
(↓
未
定
稿
19
)
︑﹃
き
さ
子
真
三
姦
淫
﹄
(
↓
未
定
稿
22
)
︑
﹃
お
為
と
由
夫
﹄
(↓
未
定
稿
28
)
︑﹃
甚
吉
﹄
(↓
未
定
稿
27
)
︑﹃
盲
人
﹄
(↓
M
40
・
4
・
6
年
譜
参
照
)
︑
﹃
追
魔
﹄
(↓
未
定
稿
7
)
︑
﹃
死
猿
﹄
(↓
未
定
稿
9
)
︑﹃
比
羅
絵
師
﹄
(↓
M
37
・
8
・
7
年
譜
参
照
)
︑﹃
雪
雄
﹄
(↓
未
定
稿
3
)
︑﹃
月
代
﹄
(↓
未
定
稿
29
？
)
︑﹃
花
チ
ャ
ン
﹄
(↓
﹃
菜
の
花
と
小
娘
﹄
草
稿
)
︑
﹃
老
杉
﹄︑﹃
パ
ラ
ダ
イ
ス
﹄︑﹃
悪
魔
の
誘
惑
﹄
(↓
未
定
稿
8
の
作
品
名
メ
モ
︑
M
39
・
11
頃
年
譜
参
照
)
︑
﹃
人
身
御
供
(
お
蔦
工
夫
)
﹄
(
↓
未
定
稿
16
の
作
品
名
メ
モ
﹃
人
身
御
供
﹄︑
未
定
稿
10
︑
11
︑
65
︑
66
)
︑﹃
犠
牲
鶏
の
声
﹄
(
↓
未
定
稿
16
の
作
品
名
メ
モ
﹃
犠
牲
﹄︑
未
定
稿
26
﹃
鶏
の
声
﹄)
︑﹃
愛
子
と
徳
田
﹄
(↓
未
定
稿
25
)
︑﹃
礦
毒
事
件
(社
会
劇
)
﹄︑﹃
鬼
怒
川
堤
﹄︑﹃
水
車
鳥
の
声
﹄
(
↓
未
定
稿
23
︑
24
︑
後
の
未
定
稿
39
)
︑﹃
大
小
小
紋
﹄
(↓
未
定
稿
16
の
作
品
名
メ
モ
︑
M
40
・
4
・
20
︑
5
・
16
年
譜
参
照
)
︑
﹃
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
(
↓
後
の
未
定
稿
43
)
︑
﹃
脱
営
﹄
(M
37
・
9
・
17
︑
19
︑
M
38
・
11
・
27
︑
M
39
・
4
︑
11
頃
年
譜
参
照
)
︑﹃
お
竹
と
利
次
郎
﹄
(↓
未
定
稿
14
)
︑
﹃
理
性
と
恋
﹄︑﹃
醜
婦
﹄
(↓
M
39
・
4
頃
年
譜
参
照
)
︑﹃
木
賃
宿
﹄
(↓
M
40
・
5
・
15
︑
16
年
譜
参
照
)
︑﹃
面
﹄
(↓
M
40
・
5
・
14
︑
16
年
譜
参
照
)
︑
﹃
女
教
師
﹄︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
172
)
直
哉
は
︑
手
帳
に
︽
○
写
真
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
人
︾
と
し
て
十
二
人
の
名
前
を
記
す
︒
中
に
︽
10
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
︾
と
あ
る
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
172
)
5
・
19
(日
)
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
帰
り
︑
木
下
利
玄
の
家
で
︑
第
二
回
文
学
読
合
せ
会
を
開
催
︒
直
哉
・
木
下
利
玄
は
作
品
を
持
っ
て
行
か
ず
︑
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
の
作
は
廻
し
て
読
む
事
に
し
て
︑
朗
読
会
を
す
る
︒
直
哉
は
泉
鏡
花
の
﹃
湯
女
の
魂
﹄
を
朗
読
︒
夕
食
後
︑
夜
ま
で
話
し
て
辞
去
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
5
・
20
(月
)
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
小
説
を
読
む
︒
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(
日
記
)
5
・
21
(火
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
リ
ヨ
ン
二
十
二
日
の
消
印
︑
東
京
六
月
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
22
(水
)
直
哉
は
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
少
し
読
む
︒﹁
美
学
﹂
に
出
て
︑
広
市
場
に
行
く
︒
昇
之
助
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂︑
東
菊
の
﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂
四
段
目
(十
種
香
)
︑
素
正
を
聞
く
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
〇
5
・
23
(木
)
直
哉
は
︑﹁
言
語
学
﹂
に
出
る
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
長
く
里
杲
と
い
う
号
を
使
っ
て
い
た
が
︑
今
後
小
青
と
い
う
号
を
主
に
使
う
つ
も
り
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
二
十
四
日
の
消
印
︑
麻
布
六
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
24
(金
)
直
哉
は
大
学
ま
で
ノ
ー
ト
を
出
し
に
行
き
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
し
て
共
に
帰
宅
︒
細
川
護
立
よ
り
写
真
と
手
紙
が
来
る
︒
(日
記
)
細
川
護
立
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
写
真
を
撮
っ
た
礼
の
﹃
即
興
詩
人
﹄
を
受
け
取
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
消
印
︑
麻
布
六
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
25
(土
)
直
哉
は
志
賀
英
子
・
直
三
を
連
れ
て
東
京
勧
業
博
覧
会
に
行
く
︒
(日
記
)
5
・
26
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
十
五
章
の
キ
リ
ス
ト
の
死
に
関
し
て
︑
王
だ
と
我
を
張
っ
た
良
心
に
つ
い
て
聞
く
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
愉
快
に
話
す
︒
武
者
小
路
実
篤
は
︑
世
の
あ
ら
ゆ
る
悪
は
︑
人
間
が
人
間
の
価
値
を
認
め
な
い
た
め
に
起
こ
る
と
い
う
真
理
を
発
見
し
た
と
喜
ん
で
い
た
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
へ
手
紙
︒
田
中
平
一
よ
り
手
紙
と
芝
居
(“T
h
eT
h
eatre”︑﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二
│
四
)
と
写
真
が
来
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
174
～
176
)
(﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
﹄)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
七
日
の
消
印
︑
麻
布
六
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
27
(月
)
直
哉
は
︑
夜
︑
米
津
政
賢
と
金
沢
亭
に
義
太
夫
を
聞
き
に
行
く
︒
細
川
護
立
よ
り
写
真
と
葉
書
が
来
る
︒
(
日
記
)
《汝
は
偽
善
者
で
あ
る
︾
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
175
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
九
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
火
曜
日
(水
曜
日
？
)
の
会
は
︑
今
後
武
者
小
路
の
家
で
や
っ
て
く
れ
な
い
か
︑
昨
夜
は
面
白
か
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
5
・
28
(火
)
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
︑
あ
ん
ま
り
度
々
な
の
で
よ
そ
う
か
と
思
っ
た
が
︑
昨
日
帰
っ
て
来
た
の
で
と
直
哉
に
電
話
が
か
か
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
176
～
177
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
二
│
三
)
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
九
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
一
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
六
月
二
十
四
日
の
消
印
︒
関
安
子
の
こ
と
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
5
・
29
(水
)
午
前
︑
半
杭
直
人
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
行
っ
て
一
人
登
校
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
へ
手
紙
︒
(日
記
)
直
哉
は
手
帳
に
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
︑
自
分
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
書
き
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
か
ら
の
帰
り
に
見
た
電
車
の
中
の
労
働
者
の
ス
ケ
ッ
チ
を
書
く
(↓
後
の
未
定
稿
31
﹃
満
足
﹄)
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
176
～
178
)
5
末
十
四
日
会
の
同
人
で
︑
雑
誌
を
作
ろ
う
と
い
う
声
が
起
る
︒
(﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
補
⑥
P
212
)
6
・
1
(土
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
き
︑
上
田
敏
の
授
業
は
今
日
で
終
了
に
な
っ
た
︑
君
は
小
青
と
い
う
名
は
嫌
だ
︑
写
生
文
は
駄
目
だ
︑
虚
子
は
器
が
小
さ
く
て
駄
目
だ
と
言
う
が
︑
自
分
は
好
い
と
思
う
と
書
き
送
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
＊
座
談
会
﹃
回
顧
﹄
で
は
︑
直
哉
は
﹁
ホ
ト
ト
ギ
ス
﹂
の
写
生
文
は
好
き
だ
っ
た
し
︑
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
語
っ
て
い
る
︒
6
・
2
(日
)
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
章
第
三
十
八
節
か
ら
の
話
を
聞
く
︒
午
後
︑
志
賀
留
女
と
鎌
倉
の
志
賀
直
方
の
新
居
に
行
き
︑
一
泊
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
180
～
181
)
6
・
3
(月
)
直
哉
ら
︑
午
後
に
鎌
倉
か
ら
帰
宅
︒
(日
記
)
6
・
4
(火
)
武
者
小
路
実
篤
が
学
習
院
で
﹃
人
間
の
価
値
﹄
(↓
後
﹃
荒
野
﹄
所
収
︒
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
﹃
智
慧
と
運
命
﹄
に
つ
い
て
も
言
及
︒)
と
い
う
演
説
を
し
︑
直
哉
も
聞
く
︒
(M
40
・
6
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
6
・
5
(水
)
午
後
︑
直
哉
は
久
保
町
に
買
い
物
に
行
き
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
行
く
︒
大
塚
保
治
の
﹁
美
学
﹂
が
休
講
だ
っ
た
為
︑
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
・
川
村
孜
と
西
片
町
の
夏
目
漱
石
を
訪
問
し
︑
聴
講
簿
に
修
了
署
名
を
貰
う
︒
夏
目
漱
石
の
子
供
た
ち
を
見
か
け
る
︒
木
下
利
玄
と
帰
宅
の
途
中
︑
演
伎
座
で
時
蔵
の
﹁
義
士
銘
々
伝
﹂
弥
作
鎌
腹
の
段
を
見
る
︒
木
下
利
玄
は
志
賀
家
で
暫
く
話
す
︒
(日
記
)
(
木
下
利
玄
日
記
)
(M
40
・
6
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
二
6
・
6
(木
)
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
十
二
時
過
ぎ
ま
で
直
哉
と
話
す
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
ロ
ダ
ン
作
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
像
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
七
月
三
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
6
・
7
(金
)
午
後
に
里
見
弴
︑
夜
に
柳
宗
悦
が
︑
志
賀
家
に
来
宅
︑
十
二
時
過
ぎ
ま
で
直
哉
と
話
す
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
電
話
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
心
理
学
﹂
の
試
験
は
十
八
日
の
午
後
三
時
半
か
ら
あ
る
︑
講
義
は
来
週
中
だ
︑﹁
美
学
﹂
の
修
了
を
望
む
人
は
八
日
の
午
前
中
に
ノ
ー
ト
と
帳
面
を
事
務
室
に
出
せ
と
の
こ
と
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
＊
﹁
手
帳
11
﹂
の
写
真
を
巡
る
会
話
は
︑
こ
の
日
の
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
の
電
話
か
？
(﹁
手
帳
11
﹂
補
⑤
P
321
～
322
)
6
・
8
(土
)
午
後
︑
直
哉
は
丸
善
に
行
き
︑
服
部
他
之
助
を
訪
問
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
写
真
︒
(
日
記
)
直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
送
る
︒
(M
40
・
6
・
8
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
6
・
9
(日
)
午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
一
章
の
話
を
聞
く
︒
午
後
は
常
磐
木
倶
楽
部
の
落
語
研
究
会
に
行
く
が
面
白
く
な
か
っ
た
︒
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
へ
葉
書
を
書
く
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
183
～
185
)
6
・
11
(火
)
直
哉
は
﹁
心
理
学
﹂
の
勉
強
を
す
る
︒
午
後
︑
黒
木
三
次
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
夜
︑
一
緒
に
柳
宗
悦
を
訪
問
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
︽
青
嵐
が
栗
の
梢
に
吹
く
革
命
の
嵐
が
心
に
あ
れ
る
︾
と
の
手
紙
を
書
く
︒
木
下
利
玄
が
直
哉
に
﹁
こ
ゝ
ろ
の
華
﹂
に
載
せ
る
﹃
お
京
﹄
の
評
を
書
い
て
欲
し
い
と
依
頼
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
6
・
12
(水
)
午
前
︑
直
哉
は
芳
賀
矢
一
の
﹁
文
学
概
論
﹂
の
修
了
署
名
を
貰
い
︑
大
塚
保
治
の
﹁
美
学
﹂
の
ノ
ー
ト
を
提
出
︒
午
後
︑
東
京
勧
業
博
覧
会
を
見
︑
青
木
嵩
山
堂
で
漢
詩
の
本
を
買
っ
て
帰
る
︒
夜
︑﹁
心
理
学
﹂
を
勉
強
︒
(日
記
)
6
・
13
(木
)
直
哉
は
﹁
心
理
学
﹂
の
勉
強
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
女
が
非
常
に
い
じ
め
ら
れ
て
仕
舞
い
に
殆
ど
無
意
識
に
男
を
殺
し
︑
血
を
見
て
自
分
が
怪
我
を
し
た
の
か
と
正
気
に
返
る
が
殺
し
た
こ
と
は
知
ら
ず
︑
そ
の
う
ち
に
記
憶
が
甦
り
︑
ハ
ッ
と
思
う
拍
子
に
気
が
違
う
と
い
う
︑
夢
で
見
た
大
塚
楠
緒
子
の
芝
居
を
手
帳
に
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
三
メ
モ
す
る
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
186
)
直
哉
は
︑
異
性
・
肉
慾
・
生
殖
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
下
等
な
考
え
を
頭
に
浮
か
べ
る
が
︑
無
心
に
単
純
に
子
供
の
よ
う
に
快
活
に
毒
の
な
い
人
間
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
186
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
四
日
の
消
印
︑
麻
布
七
月
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)
6
・
14
(金
)
午
前
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
の
所
に
行
く
︒
午
後
︑
志
賀
直
方
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夜
︑
正
親
町
公
和
が
来
宅
︒
正
親
町
公
和
は
大
学
を
や
め
よ
う
か
と
思
う
と
い
う
︒
(日
記
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
心
理
学
﹂
の
こ
と
︑
ヒ
ル
テ
ィ
の
こ
と
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
6
・
15
(土
)
直
哉
は
下
痢
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
貸
し
た
ノ
ー
ト
二
冊
を
預
っ
た
正
親
町
公
和
が
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)
6
・
16
(日
)
直
哉
は
下
痢
で
中
井
常
次
郎
の
診
察
を
受
け
る
︒
腸
カ
タ
ル
と
の
こ
と
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)
6
・
17
(月
)
直
哉
は
﹁
心
理
学
﹂
の
勉
強
︒
(日
記
)
6
・
18
(火
)
午
後
︑
直
哉
は
﹁
心
理
学
﹂
の
試
験
を
受
け
る
︒
問
題
を
見
て
か
ら
︑
出
来
な
い
の
で
︑
﹃
車
掌
﹄
と
い
う
短
篇
を
書
く
(↓
後
の
未
定
稿
31
﹃
満
足
﹄)
︒
帰
途
︑
明
治
座
で
観
劇
︒﹁
嫁
お
ど
し
谷
﹂﹁
操
三
番
﹂
を
見
る
︒
右
団
次
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
＊
直
哉
は
授
業
に
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
元
良
勇
次
郎
の
﹃
心
理
学
十
回
講
義
﹄
(富
山
房
)
を
読
ん
で
い
っ
た
が
︑
無
関
係
な
問
題
が
出
た
︒
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄)
6
・
19
(水
)
午
前
か
ら
田
村
寛
貞
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夕
方
︑
黒
木
三
次
も
来
て
︑
夜
三
人
で
柳
宗
悦
の
家
に
行
く
︒
直
哉
は
﹃
お
京
﹄
の
評
を
書
く
(↓
『木
下
利
玄
﹁
お
京
﹂
を
よ
む
﹄)
︒
(日
記
)
6
・
20
(木
)
午
後
︑
直
哉
は
黒
木
三
次
︑
細
川
護
立
︑
木
下
利
玄
と
歌
舞
伎
座
で
観
劇
︒﹁
十
二
時
会
稽
曾
我
﹂﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂﹁
梅
雨
小
袖
昔
八
丈
﹂
﹁
新
曲
胡
蝶
﹂﹁
五
ツ
獅
子
﹂
を
見
る
︒
芝
翫
・
松
助
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
四
6
・
21
(金
)
直
哉
は
体
調
が
悪
い
︒
(日
記
)
6
・
22
(土
)
直
哉
は
午
前
中
は
衰
弱
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
と
木
下
利
玄
が
来
て
愉
快
に
話
す
︒
(日
記
)
6
・
23
(日
)
直
哉
は
午
前
︑
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
一
章
十
二
節
か
ら
の
話
を
聞
く
︒
午
後
︑
志
賀
直
方
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
187
～
189
)
6
・
24
(月
)
直
哉
は
︑﹃
琴
平
前
﹄
と
い
う
短
篇
を
書
く
(↓
後
の
未
定
稿
31
﹃
満
足
﹄)
︒
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
﹃
わ
が
生
涯
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
︑
病
気
見
舞
い
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
6
・
25
(火
)
パ
リ
の
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
三
日
に
久
し
振
り
に
昇
之
助
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
き
︑
大
変
う
ま
い
と
思
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
6
・
27
(木
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑
見
舞
い
の
葉
書
を
書
く
︒
明
日
は
徴
兵
検
査
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
6
・
28
(金
)
直
哉
は
︑﹃
満
足
﹄
の
第
三
回
書
き
直
し
を
す
る
︒
夕
方
︑
黒
木
三
次
と
電
話
し
て
不
快
に
な
る
︑
彼
は
真
理
を
恐
れ
る
よ
う
に
思
う
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
正
親
町
公
和
も
い
る
︒
(日
記
)
6
・
29
(土
)
直
哉
は
﹃
満
足
﹄
を
脱
稿
︒
(未
定
稿
31
)
午
前
︑
黒
木
三
次
が
誤
解
を
解
こ
う
と
志
賀
家
に
来
宅
︒
有
島
武
郎
が
来
宅
︒
直
哉
は
︑
関
安
子
の
事
を
色
々
聞
く
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
家
に
て
十
四
日
会
︒
昼
は
雑
談
︑
夜
に
︑
正
親
町
公
和
﹃
寂
し
き
己
が
家
﹄
︑
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
﹄︑
木
下
利
玄
﹃
万
霊
塔
﹄︑
志
賀
直
哉
﹃
満
足
﹄
を
読
む
︒
直
哉
は
﹃
彼
﹄
(↓
後
﹃
荒
野
﹄
所
収
)
が
最
も
よ
い
と
思
う
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)
(
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
百
五
)
6
・
30
(日
)
直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き
︑﹁
マ
ル
コ
伝
﹂
第
一
章
二
十
一
節
か
ら
の
話
を
聞
く
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
﹃
寂
し
き
己
が
家
﹄
を
読
む
︒
夜
︑
柳
宗
悦
が
来
る
︒
田
中
平
一
よ
り
芝
居
(“T
h
e
T
h
eatre”︑﹃
大
津
順
吉
﹄)
と
文
学
が
届
く
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
193
～
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
五
195
)
夜
十
二
時
半
︑
直
哉
は
︑
真
理
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
救
わ
れ
ざ
る
堕
落
の
第
一
歩
で
あ
る
︑
彼
は
実
業
家
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
︑
そ
の
仕
事
の
下
ら
な
さ
に
目
を
つ
ぶ
ろ
う
と
す
る
の
だ
︑
そ
れ
で
い
て
真
理
に
反
対
す
る
勇
気
も
な
い
の
で
新
渡
戸
稲
造
の
所
に
喜
ん
で
行
く
の
だ
と
︑
黒
木
三
次
に
つ
い
て
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
7
﹂
補
⑤
P
195
～
196
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
│
三
)
こ
の
頃
有
島
武
郎
が
費
用
を
出
し
て
関
安
子
を
女
学
校
に
入
学
さ
せ
た
か
？
(﹃
蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
二
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(十
一
)
七
六
